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平成２６年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  Ａ２ 大規模問題解決の基盤技術 

 

 ２．研 究 課 題 名  大規模データからの自然言語意味理解・生成システムの自動構築に関する研究 

 

 ３．研 究 期 間  平成２６年 ４月 １日 ～ 平成２７年 ３月３１日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

麻生 英樹 産業技術総合研究所・知能システム研究部門 上級主任研究員  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

赤間 清 北海道大学・情報基盤センター 特任教授  

小林 一郎 お茶の水女子大学・理学部 教授  

小池 英勝 札幌学院大学・社会情報学部 准教授  

Peerasak 

Intarapaiboon 
Thammasat University 講師  

    

 

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800字～1,000字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 

大規模なテキストデータ（コーパス）に基づく自然言語処理の研究は，形態素解析，係り受け解

析，統計的機械翻訳，質問応答システムなどの分野で成功を収めている。しかしながら，それらの

多くは表層文の統語的解析や係り受け解析に留まっており、論理的な意味を含めた解析が行われて

いることは少なく、文の間の含意関係や因果関係を解析することは現在の重要な研究課題である。 

一方，Semantic Parsing のように，自然言語文を直接的に意味表現に変換する手法の研究も行わ

れているが，そこで用いられている意味表現形式は ad hoc で体系性に欠けるものが多い。 

こうした状況を打破するため，本研究では，赤間が提案している等価変換理論に基づいた新しい

意味表現形式を導入し，自然言語文と意味表現の間のより直接的で網羅的な相互変換を，大規模な

データに基づいて統計的に学習するための新しい方式を確立することを目指して研究を実施した。 

 

昨年度の共同研究では、Semantic Parsing の標準問題の一つである米国の地理情報に関する質問

応答データの意味表現（Prolog 的な言語で表現されている）を、赤間が開発している等価変換理論

に基づく計算言語 ET で取り扱えるデータ構造に変換した。また，英語の質問文データを日本語に

翻訳し，その意味表現を，同じく ET で取り扱える意味表現構造によって記述した。さらに，これ

らのデータから，自然言語表現と意味表現の中の頻出対応関係を抽出し，自然言語表現の部分パタ

ーンに対応する意味表現候補を割り当てた辞書を，自動で構築する手法を提案した。 
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これらの成果を引き継いで、今年度の共同研究では、１）昨年度に開発した辞書の自動構築法を

より洗練させた。２）自動構築法によって構築した辞書を用いて、日本語表層文と意味表現の間の

相互の変換を行う方法を開発し、その性能を評価するとともに、性能を向上させるように辞書の自

動改善を試みた。３）相互変換の性能を向上させる方法として、変換後の表現を対数線形モデルで

ランキングして、上位の表現を変換結果とする方法を試みた。４）Semantic Parsing の問題を、表

層文と平坦化意味表現との間の統計的機械翻訳の問題とみなす立場から、統計的機械翻訳の標準的

なツールである Moses の句ベースの機械翻訳を、分かち書きした表層文と、簡略化・平坦化した

意味表現の間の翻訳課題に適用して性能を評価するとともに、そこで得られた翻訳モデル＝辞書を

分析し、２）で得られた結果と比較した。 

 

その結果、今回の実験の範囲では、我々の開発した方法により、80%以上の入力文を、平坦化し

た正しい意味表現に変換できることを確認した。また、我々が自動構築した辞書を用いる方法の変

換精度が、Moses を用いた変換精度よりも高いことを確認した。この結果は、等価変換理論に基づ

いた手法が優れた性質を持っており、表層文と意味表現との間の変換に有効であることを示唆して

いる。 

 

今後の課題としては、より大規模な自然言語データに対して、我々の方法を適用し、その性能を

評価することが挙げられる。 


